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昭

和

の

税

制

改

革

汐

見

良E

第目

F事

富

税
制
改
革
は
世
界
犬
戦
以
後
の
我
図
財
政
に
謀
せ
ら
れ
た
る
最
も
重
要
な
る
宿
舗
で
あ
っ
て
、
訟
そ
く
と
も
大
正
年
聞
に
は
解
決

せ
ら
れ
て
ゐ
る
ぺ
き
で

b
っ
た
。
税
制
改
革
の
必
要
は
誰
れ
し
も
之
を
痛
感
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
利
害
関
係
者
の
低
抗
が

b
ま

り
に
強
き
た
め
に
一
時
凌
ぎ
の
改
正
で
問
題
を
後
年
に
の
ぼ
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
時
代
に
入
り
我
閣
の
税
制
は
あ
ま
り
に
も

時
代
に
趨
首
し
な
い
v
C
を
見
せ
?
け
ら
れ
枕
制
改
革
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
わ
モ
企
る
が

井
上
大
局
大
使
と
諸
井
人
織
L

へ
匝
と
が

之
を
企
て
L
果
さ
歩
、
馬
場
大
蔵
大
臣
は
殆
ん
左
そ
の
改
革
に
成
功
す
る
か
左
田
山
は
れ
た
が
出
岡
田
内
閣
の
辞
職
と
共
に
退
き
、
結
城

大
蔵
大
臣
は
と
り
あ
ヘ
ヂ
一
時
的
の
改
革
を
行
び
完
成
を
明
年
度
に
約
束
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
昭
和
の
税
制
改
革
と
そ
賓
際
政

策
上
重
要
た
る
の
み
ム
な
ら
や
、
日
本
財
政
撃
を
研
究
す
る
に
首
り
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
題
目
で
あ
る
。

以
下
二
・
二
六
事
件
以
前
印
ち
高
橋
財
政
末
期
に
於
け
る
税
制
改
革
論
を
の
べ
、
次
巴
一
・
二
六
事
件
直
後
の
民
揚
財
政
に
於
け
る

税
制
改
革
案
を
説
明
し
、
更
に
之
を
結
城
財
政
の
税
制
改
革
と
比
較
し
、
最
後
に
明
年
度
行
は
る
べ
き
根
本
的
税
制
改
革
に
闘
し
、

筆
者
の
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

第

=

韓
制
改
革
の
会
式
論

昭
和
白
税
制
改
革

三
八
五



昭
和
の
税
制
改
革

一
八
六

税
制
改
革
は
二
・
二
六
事
件
以
後
の
庶
政
一
新
の
思
想
に
よ
り
始
め
て
出
現
し
た
も
の
で
友
い
事
は
前
述
の
如
く
司
じ
る
る
。
近
く

は
岡
田
内
閣
の
高
橋
財
政
時
代
に
於
て
、
内
閣
審
議
舎
も
内
閣
調
査
局
も
大
蔵
省
も
内
務
省
も
税
制
改
革
の
必
要
を
痛
感
し
特
に
之

が
研
究
を
進
め
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
抽
出
さ
れ
た
る
問
題
は
幾
何
の
増
牧
を
如
何
た
る
租
税
に
求
め
而
し
て
如
何
た
る
順
序
を
踏
ん

で
増
税
計
霊
を
寅
現
す
ぺ
置
や
に
あ
る
。
筆
者
は
高
品
川
財
政
の
末
期
、
即
ち
昭
和
十
一
年
一
月
に
税
制
整
理
私
案
と
し
て
弐
の
如
き

公
式
論
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
今
日
に
し
て
見
れ
ば
多
少
の
修
正
す
ぺ
き
黙
を
認
め
る
が
原
則
と
し
て
は
依
然
と
し
て
向
-
意
見

を
持
し
て
ゐ
る
c

第
一
絹

税
制
堅
理
の
方
針

税
制
整
理
に
は
増
牧
を
目
標
と
す
る
も
の
、
牧
入
に
出
現
動
を
生
ぜ
ざ
る
も
負
捨
の
公
平
を
計
る
も
の
、
園
民
負
強
の
粧
滅
を
計
る

。。

も
の
の
各
種
の
揚
合
を
考
へ
る
事
が
出
来
る
が
、
我
園
の
税
制
整
理
は
営
面
の
問
額
と
し
て
増
収
を
巨
槙
と
せ
忠
ば
た
ら
お
P

我
国

の
租
税
制
度
の
基
礎
は
世
界
大
戦
前
に
築
か
れ
、
世
界
大
戦
後
、
根
本
的
に
整
理
ナ
ペ
き
筈
の
所
を
、
其
の
機
舎
を
失
し
た
る
が
故

。
。
。

に
、
今
岡
の
税
制
整
理
は
根
本
的
の
も
の
で
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
然
し
根
本
的
整
理
は
相
嘗
期
間
の
準
備
を
必
要
ム
」
ナ
る
が
故
に
、

根
本
的
整
理
か
然
ら
や
ん
ば
現
扶
維
持
か
た
る
口
賓
の
も
と
に
之
を
延
期
す
る
事
た
く
、
プ
山
・
い
恥
い
整
理
に
着
手
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

一
、
増
牧
を
基
調
と
し
た
る
税
制
整
理
た
る
事
を
要
ナ
。

我
図
の
国
家
財
政
は
一
t

最
近
十
年
間
歳
入
歳
出
張
算
概
計
表
」
た
る
も
の
を
殻
表
し
、

一
年
皐
位
の
抽
出
算
の
他
に
勝
木
十
年
に
亙
る

財
政
計
霊
を
護
表
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
昭
和
七
年
以
来
赤
字
公
債
中
心
の
財
政
と
た
り
た
る
が
矯
め
に
、
前
途
の
見
透
し

っ
か
示
、
帰
来
十
年
の
財
政
計
霊
は
之
を
断
念
す
る
事
と
た
り
、
僅
か
に
毎
一
年
の
換
算
を
護
表
す
る
に
止
め
る
事
L
ご
は
つ
売
。
こ



L
に
財
政
計
量
茸
が
確
立
せ
ら
れ
守
、
我
園
の
財
政
は
其
の
日
暮
し
と
友
っ
た
の
で
あ
る
a

試
み
に
昭
和
十
年
度
線
設
算
を
見
る
に
、
経
常
牧
入
は
十
三
億
三
千
五
百
高
閣
に
上
り
、
経
常
費
十
三
億
千
寓
闘
を
僅
か
た
が
ら

も
突
破
し
健
全
財
政
の
外
視
を
呈
し
て
ゐ
る
。
然
し
経
常
費
に
嘗
然
開
局
す
ぺ
く
し
て
臨
時
費
に
属
し
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
満
洲
事
件

費
其
の
他
軍
事
費
-
あ
り
、
更
に
昭
拘
十
一
年
度
抽
出
算
の
新
し
き
産
物
と
し
て
は
臨
時
町
村
財
政
補
助
金
が
存
し
て
ゐ
る
。
故
に
賞
質

的
に
見
れ
ば
、
経
常
牧
入
は
経
常
費
に
針
し
少
く
と
も
三
億
国
不
足
し
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。

此
等
経
常
費
と
経
常
牧
入
と
を
比
較
す
る
。
経
常
費
に
資
質
上
属
す
べ
智
満
洲
事
件
費
は
陸
軍
大
庄
の
一
一
百
明
に
よ
れ
ば
、
増
じ
と

そ
す
れ
減
ビ
左
い
の
で
あ
る
。
臨
時
町
村
財
政
補
助
金
も
同
様
に
増
す
見
込
は
あ
る
が
、
減
や
る
見
込
は
立
た
友
い
。
勿
論
、
経
常

牧
入
に
は
多
少
の
自
然
貯
牧
主
見
込
み
川
町
る

4
.
経
常
不
足
に
比
す
れ
ば
晴
混
と
な
ら
な
い
。

誌
に
図
家
財
政
、
地
方
財
政
の
前
途
を
考
ふ
る
時
に
は
、
経
常
費
を
減
中
る
か
、
経
常
牧
入
を
増
す
か
の
何
れ
か
の
方
策
に
同
友

け
れ
ば
た
ら
ね
、
責
際
問
題
と
し
て
は
最
低
限
三
億
闘
の
増
税
を
必
要
と
す
。
更
に
公
債
消
化
力
が
問
題
と
な
り
、
公
債
漸
減
方
針

を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
せ
ば
、
最
低
限
四
億
国
の
増
税
を
必
要
と
す
。
又
最
悪
の
揚
合
に
庭
し
て
戟
費
を
支
帥
併
せ
ん
と
せ
ば
、
最
低

隈
五
億
聞
の
増
税
を
必
要
と
す
。
之
れ
増
牧
を
基
調
と
し
た
る
税
制
整
理
を
必
要
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

二
、
理
想
と
し
て
は
、
根
本
的
税
制
整
理
を
必
要
と
す
。

世
界
大
戦
を
陣
機
と
し
て
我
園
の
経
済
情
勢
・
祉
舎
情
勢
は
飛
躍
的
妥
展
を
途
げ
、
従
っ
て
我
が
租
税
制
度
も
之
れ
に
伴
ひ
、
根

本
的
整
迎
を
必
要
と
し
た
の
で
る
る
。
然
る
に
官
邸
念
的
整
理
が
再
=
一
行
は
れ
た
る
に
拘
ら
や
、
根
本
的
整
理
は
迭
に
賓
現
を
見
ヂ
、

不
完
全
な
る
税
制
を
以
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
然
ら
ぽ
如
何
な
る
方
面
に
根
本
的
整
理
の
目
標
を
置
く
べ
き
か
。

昭
和
の
稜
制
改
革

三
八
七



昭
和
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続
制
改
革

三
八
八

第
一
に
、
我
園
富
及
国
民
所
得
は
、
不
動
産
中
心
時
代
よ
り
動
産
中
心
時
代
に
移
り
つ

L
b
り
、
然
る
に
我
閣
の
牧
得
税
控
に
流

通
税
は
、
主
と
し
て
不
動
産
を
中
心
と
し
て
組
玄
て
ら
れ
、
動
産
の
所
有
収
益
流
通
に
謝
し
て
は
、
極
め
て
幼
稚
友
る
税
法
を
定
む

る
に
過
ぎ
た
い
。
従
っ
て
、
動
産
に
従
来
よ
り
も
葺
く
課
税
し
、
以
て
動
産
の
課
税
と
不
動
産
の
課
税
と
の
聞
に
権
衡
を
保
た
し
む

る
必
要
が
あ
る
ロ

第
二
に
、
我
間
最
初
の
税
制
は
個
人
中
心
の
税
制
で
あ
っ
て
、
法
人
に
関
し
て
は
之
を
以
て
個
人
の
集
合
と
考
ふ
る
程
度
に
止
ま

)
、
ム
口

υ

J

」
人
士
向
。

μ
一
ゴ
主

1

Z

ドコ
Lt
〕

E
久
レ
る

υ

U
7
t
J
1

一j
d
Jト

J
4
古
川

1
1
1
0
J
E
f
t
-
J
v
r
川けし

v
h
J
d
J

沼
る
に

時
代
の
進
歩
と
共
に
近
代
企
業
形
態
た
る
法
人
が
溌
遣
し
、
門

川

川

、

，

》

'
台
。
〉
A
F
2
f
Q

に
、
合
法
的
脱
税
手
段
と
し
て
法
人
組
織
が
利
用
せ
ら
れ
る
揚
合
も
生
じ
た
。
副
剛
う
て
税
法
を
見
る
に
、
致
問
の
整
理
あ
る
に
も
拘

ら
や
、
依
然
た
る
個
人
中
心
の
税
制
で
あ
っ
て
、
個
人
組
織
を
と
る
中
産
階
級
が
徒
ら
に
重
く
課
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

方
に
は
、
指
税
力
強
き
法
人
に
相
首
の
課
税
を
な
す
と
共
に
、
他
方
に
は
中
産
階
級
の
草
歴
を
除
く
潟
め
に
、
個
人
中
心
の
税
制
と

共
に
法
人
中
心
の
税
制
を
考
究
す
る
必
要
が
る
る
。

第
三
に
、
弾
力
あ
る
財
源
を
必
要
と
す
る
。

一
朝
有
事
の
財
政
を
保
障
す
る
矯
め
に
は
、
平
時
よ
り
開
力
あ
る
財
源
を
漏
養
せ
ね

ば
友
ら
ね
。
と
の
目
的
を
達
す
る
矯
め
に
は
、
従
来
の
租
税
は
何
れ
も
不
充
分
た
る
を
売
れ
や
、
寸
法
に
財
産
税
の
如
き
、
取
引
税
の

如
き
、
或
は
専
責
課
税
の
如
き
も
の
を
平
時
よ
り
準
備
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

第
四
に
、
閥
家
財
政
と
共
に
地
方
財
政
の
方
面
を
も
考
慮
し
て
税
制
改
革
を
行
は
ね
ば
た
ら
ね
。
田
山
ふ
に
、
我
閣
の
地
方
制
度
は

封
建
時
代
の
延
長
と
し
て
打
ち
建
て
ら
れ
、
交
通
機
防
護
達
し
岡
家
が
一
つ
の
経
済
単
位
と
左
っ
て
ゐ
る
今
日
に
於
て
は
適
合
し
た

〈
な
っ
て
ゐ
る
。
認
に
地
方
附
加
税
に
著
し
き
不
均
衡
が
生
や
る
と
共
に
、
地
方
狽
立
税
が
飢
雑
に
流
れ
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金



を
要
望
す
る
聾
高
〈
、
賓
質
上
に
於
て
地
方
園
鶴
は
濁
立
財
政
主
義
を
棄
て
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
が
針
策
と
し
て
、
現
代
の
祉
舎

経
済
情
勢
に
卸
し
売
様
に
地
方
圏
鰹
の
地
域
を
整
理
す
る
事
が
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
寅
現
不
可
能
た
り
と
云
ふ
も
過
言
で
-
泣
い
。

故
に
、
地
方
間
程
を
現
賓
の
姿
の
俸
に
承
認
し
つ

L
、
し
か
も
地
方
財
政
の
行
詰
り
を
打
開
す
る
矯
め
に
は
、
地
方
税
の
大
部
分
を

岡
家
が
賦
課
徴
収
す
る
と
共
に
虞
範
閣
の
交
付
金
を
地
方
に
興
ふ
る
必
要
が
る
る
。
認
に
、
地
方
財
政
・
閲
家
財
政
通
じ
て
の
税
制

改
革
の
問
題
が
起
る
。
命
、
閣
稔
と
地
方
税
と
の
割
合
を
見
る
に
、
ベ
ル
ギ
ー
に
於
て
八
五
・
二
一
四
劃
一
四
・
六
六
二
九
二
七
年
)
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
て
八
六
二
二
七
針
二
ニ
・
六
三
(
一
九
二
八
年
)
、
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
七
七
・
一
九
針
二
二
・
八
一
(
一
九
二
八

l
二
九
年
三

イ
タ
リ
ー
に
於
て
八
二
・
七
八
割
一
七
・
二
二
二
九
二
五
!
二
六
年
)
の
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。

以
と
四
日
明
に
わ
た
り
述
ぺ
た
る
が
如
〈
、
我
岡
の
和
税
制
度
は
根
本
的
整
理
を
必
要
と
す
る
。
現
今
中
間
景
気
の
錫
め
に
、
人
心

℃
山
、
↓
》
、

t
3
r
H
F
、l

、

首
ヰ
FEH司

J
7
v
l
拍
'
主
治
C4L

一
度
非
常
時
勃
裂
の
際
に
は
税
制
の
不
備
が
曝
鼠
せ
ら
れ
.
人
心
を
動
揺
せ
し
む
る
や
も
は
か
ら
れ
や
'

今
日
の
機
舎
を
利
用
し
て
根
本
的
税
制
整
理
を
行
は
ね
ば
左
ら
ぬ
。

二
一
、
根
本
的
整
理
が
行
は
れ
な
い
迄
色
、
理
想
案
に
近
づ
く
矯
め
過
渡
的
施
設
を
貫
現
す
べ
し
。

世
間
に
往
々
回
く
、
「
非
常
時
の
増
税
に
控
え
し
む
る
矯
め
に
、
首
八
万
の
聞
は
増
税
を
見
合
し
、
権
視
力
を
編
養
ナ
ペ
し
」
と
、
叉

日
く
、
「
何
れ
根
本
的
税
制
整
理
を
行
は
ね
ば
た
ら
な
い
か
ら
、
増
税
は
賂
来
に
譲
り
、
共
時
ま
で
は
寧
ろ
膏
薬
ば
り
の
増
税
を
行
は

左
い
方
が
よ
い
」
と
。
此
等
の
論
は
結
局
の
所
は
税
制
整
理
を
行
は
ぎ
る
事
に
腸
着
す
る
。
蓋
し
、
増
牧
を
件
ふ
税
制
整
理
を
根
本

的
に
行
ふ
以
上
は
、
園
民
は
新
制
度
に
な
れ
る
矯
め
に
多
少
の
期
間
の
訓
練
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
念
激
に
増
設
を
行
は

ぽ
、
財
界
は
之
に
針
ず
る
針
抗
力
を
続
き
、
共
の
時
こ
そ
大
友
る
衝
撃
を
う
け
る
事
と
た
る
。
根
本
的
税
制
整
理
を
行
ふ
必
要
が
認

昭
和
白
税
制
改
革

i¥. 

九



昭
和
P
続
制
改
革

三
九

O

め
ら
れ
、
共
の
大
綱
が
定
ま
っ
た
以
と
は
、
た
と
へ
細
自
に
つ
い
て
議
論
が
分
れ
で
も
一
日
も
早
〈
過
渡
的
施
設
と
し

τ、

音E
白勺

税
制
整
理
又
は
中
間
的
税
制
整
理
に
つ
く
必
要
が
あ
る
。
街
、
租
税
負
搭
が
園
民
所
得
に
占
む
る
割
合
を
見
る
に
、
我
閣
に
於
て
は

他
闘
に
比
較
し
て
低
き
事
は
次
の
去
の
示
寸
所
で
あ
る
。

~;;j 

租
税
及
枇
合
負
摂
が
附
民
所
得
に
占
む
る
割
合
(
d
p
)

建

(

昭

利

五

年

)

二

七

・

三

五

(

)

一

一

二

・

七

O

米英

岡闘

(
昭
和
五
年
)

(
昭
和
問
年
)

(
昭
和
五
年
)

一一-一。五三

一
・
一
一
六

五
・
四

C

机
mf
 
開

jJlj 

!司

rI 

1三

‘

-

ム

l

d

h

1

、

‘

l

i

犯
に
，
午
刷
ヘ
財

4
・
地
方
敗
政
に
遅
ふ
ナ
ス
'
刷
所
市
整
理
と
)
亡

日

4

1

l

v

一
一
つ
の
接
合
を
4
4

へ
る
宙
唱
が
山
山
中
米
る
。
第
一
策
は
根
本
的
諮
問
、
附
市

二
案
は
中
間
的
整
理
、
第
三
案
は
部
分
的
整
理
で
あ
る
。
第
一
案
が
終
局
の
目
的
で
る
る
が
、
完
成
ま
で
に
は
長
き
期
聞
を
要
す
る

が
故
に
、
過
渡
的
施
設
と
し
て
は
、
第
二
案
及
び
第
三
案
を
採
用
す
る
必
要
が
る
る
。
以
下
、
最
も
賓
行
の
容
易
左
る
第
三
案
の
説

明
よ
り
初
め
、
第
二
案
、
第
一
案
に
う
つ
る
。
向
、
第
一
案
に
つ
い
て
は
「
濁
逸
財
産
枕
法
及
び
ラ
イ
ヒ
評
償
法
」
と
「
凋
逸
取
引
税

法
」
と
を
参
考
に
供
す
べ
き
で
あ
る
。

第
=
編

一
一
部
的
税
制
整
理

第
三
案
は
現
行
の
租
税
制
度
を
共
の
俵
に
据
え
置
き
、

一
部
的
整
理
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
在
る
が
敢
に
、
賞
行
の
最
も
容
易
な

る
も
の
で
る
る
。
我
図
の
関
税
制
度
を
牧
得
税
系
統
と
流
通
税
系
統
と
消
費
税
系
統
と
に
分
ち
、
更
に
地
方
税
系
統
を
加
へ
て
説
明

そ
試
み
る
。

Zg 

甲

牧
得
税
系
統

第

所
得
税
の
改
正
項
目



一
、
第
一
種
所
得

(
イ
)
普
通
所
得
の
税
率
を
引
上
げ
軽
度
の
累
進
を
遁
用
す
る
事
、
而
し
て
第
一
種
所
得
を
充
分
仲
張
せ
し
む
る

事
。
(
口
)
同
族
合
枇
の
立
法
、
共
他
法
人
に
閲
す
る
立
法
を
考
へ
直
す
事
。

二
、
第
二
種
所
得

(
イ
)
金
銭
信
託
が
合
法
的
脱
税
の
手
段
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
防
ぐ
事
。
(
ロ
)
第
二
種
所
得
を
狭
め
る
事
。

三
、
第
三
種
所
得

(
イ
)
公
債
・
枇
債
・
銀
行
預
金
利
子
等
を
第
三
種
所
得
と
し
て
綜
合
課
税
す
る
事
。
(
ロ
)
株
式
配
首
の
金
額
よ
り

利
子
を
控
除
し
た
る
残
額
に
課
税
す
る
事
。
(
ハ
)
替
利
に
属
せ
ざ
る
一
時
の
所
得
を
別
個
に
綜
合
課
税
す
る
事
。
で
一
)
免
税
黙
を

引
下
ぐ
る
と
共
に
「
各
種
の
控
除
を
注
し
た
る
矯
め
に
売
税
結
未
満
と
左
り
た
る
も
の
」
に
劃
し
で
も
課
税
す
。
(
ホ
)
各
種
の
竣
除

規
定
左
簡
易
化
す
る
と
共
に
税
率
を
引
上
ぐ
ペ
し
。

四
、
園
債
利
子
に
謀
役
す
る
と
共
に
公
盆
法
人
、
産
業
組
合
等
の
中
間
判
法
人
に
課
従
す
ぺ
し
。

主5

↑

r
=
rふ
色
、
〉

r
k
d
J
3
1
p
i

ル
レ
メ
当
初

d
E
D
l
p
fト

て
山
営
業
牧
盆
税

(
イ
)
偉
業
牧
盆
税
よ
り
特
別
所
得
税
的
性
質
を
多
少
除
〈
事
。
(
ロ
)
百
貨
底
に
劃
し
て
考
慮
す
る
事
。
(
ハ
)
法

人
の
漁
業
に
課
税
す
る
事
。

二
、
資
本
利
子
役

(
イ
)
税
率
を
引
上
ぐ
る
事
。
(
ロ
)
税
法
施
行
地
外
に
支
排
地
あ
る
外
貨
公
・
祉
債
に
課
税
す
る
事
。

第

相
績
税
の
改
疋
項
目

(
イ
)
無
記
名
詮
家
・
銀
行
預
金
・
信
託
財
産
等
が
殆
ん
ど
脱
税
し
て
ゐ
る
の
を
捕
捉
す
る
事
。
(
ロ
)
課
税
財
産
を
撰
充
す
る
事
。

(
ハ
)
財
産
評
債
に
営
り
底
分
債
格
の
思
想
を
採
入
れ
不
動
産
を
軽
課
す
る
事
。
(
こ
年
賦
短
納
額
に
針
し
利
子
を
徴
牧
す
る
事
。

(
ホ
)
相
続
税
と
登
録
稔
と
の
闘
係
を
考
へ
る
事
。

昭
和
の
積
制
改
革

大，



昭
和
の
税
制
改
革

九

第
二
章

流
通
税
系
統

て
取
引
所
税

(
イ
)
責
物
取
引
及
び
園
倍
詮
山
一
悼
の
取
引
に
課
税
す
る
事
。
(
ロ
)
揚
外
取
引
を
遁
脆
行
震
と
し
税
法
中
に
緩
和
し
だ

る
罰
則
を
設
く
る
事
。

二
、
登
録
税

(
イ
)
登
録
税
と
相
鰻
税
と
の
関
係
を
考
へ
直
す
事
U

(

ロ
)
登
録
税
中
所
有
権
の
移
輔
、
挺
営
権
の
取
得
に
つ
い
て
は

税
務
署
に
於
で
徴
収
ナ
る
事
ロ

第
三
竿

消
費
税
系
統

て

酒

税

(
イ
)
酒
浩
税
の
庫
出
課
税
を
認
め
る
事
。
(
ロ
)
萎
酒
税
の
税
率
を
三
十
五
聞
に
引
上
ぐ
る
事
。
(
ハ
)
現
行
税
率
中
酒
精

度
数
を
改
E
ず
る
事
。

二
、
砂
糖
消
費
税

(
イ
)
課
税
標
準
を
糖
度
を
加
味
し
た
る
製
品
課
税
と
す
る
事
。
(
ロ
)
水
飴
・
サ
ッ
カ
リ
ン
に
課
税
す
る
事
。

三
、
織
物
消
費
税

(
イ
)
税
率
を
引
上
ぐ
る
事
。
(
ロ
)
メ
リ
ヤ
ス
・
フ
ェ
ル
ト
に
課
税
す
る
事
。

四
、
煙
草
専
頁
(
煙
草
の
値
上
を
趨
首
に
す
る
事
)

第
四
九
早

地
方
税
系
統

(
イ
)
地
方
税
中
、
戸
数
割
、
家
屋
税
、
雑
種
税
を
整
理
す
る
事
。
(
ロ
)
国
税
附
加
税
を
廃
止
し
、
同
額
の
租
税
を
閣
に
於

τ徴
牧

し
、
共
の
税
瀬
よ
り
徴
収
に
要
寸
る
費
用
を
掛
川
除
し
た
る
残
額
を
地
方
に
交
付
す
る
事
。
(
ハ
)
国
税
附
加
税
以
外
に
、
現
行
地
方

税
中
主
た
る
種
目
に
付
之
を
闘
に
於
て
徴
牧
し
た
る
上
で
地
方
に
交
付
す
る
事
。

第
五
章

税
務
行
政



税
務
官
吏
の
向
上
を
は
か
る
と
共
に
、
徴
税
技
術
を
改
良
す
る
事
、
特
に
直
接
税
徴
牧
に
つ
い
て
は
申
告
を
重
ん
守
る
事
と
し
、

官
民
相
互
間
の
紛
糾
を
遊
〈
る
事
。

第
三
編

中
間
的
税
制
整
理

第
二
案
の
中
間
的
税
制
整
理
は
、
第
三
業
の
一
部
的
税
制
務
理
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
も
の
で
あ
る
。
多
少
の
新
税
を
加
へ
た
る

も
、
中
央
財
政
と
地
方
財
政
と
の
閥
係
に
於
て
は
現
欣
維
持
を
原
則
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
築
と
草
複
す
る
部
分
は
之
を
省
略

ず
る
事
と
し
た
。

jお

牝
得
税
系
統

第

所
得
税
の
改
正
項
目
(
前
法
の
第
三
案
と
同
じ
)
。
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女
主
村
花
コ

'
Z
E
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三
け
比
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〉
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目
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A
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第

相
続
税
の
改
正
項
目
(
前
遁
の
第
三
案
と
同
じ
、
但
し
税
率
を
引
上
ぐ
る
事
)
。

第
二
車

流
通
説
系
統

前
惑
の
第
三
案
と
同
じ
、
但
し
有
償
詮
象
移
特
設
を
設
け
て
取
引
所
外
の
有
償
詮
券
取
引
に
も
課
税
し
、
以
て
流
通
税
系
統
に
進

出
す
る
事
。

第

章

消
費
税
系
統

前
述
の
第
三
案
と
同
じ
冷第

四
章

地
方
税
系
統

昭
和
の
稔
制
改
革

九
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前
述
の
第
三
案
と
同
じ
。
但
し
家
屋
枕
を
困
税
に
移
管
し
、
共
の
牧
入
金
額
を
基
金
に
組
み
入
れ
、
基
金
中
よ
り
地
方
財
政
調
整

交
付
金
を
地
方
に
交
付
す
。

第
四
編

根
本
的
税
制
整
理

第
一
案
の
根
本
的
税
制
整
理
は
、
第
二
案
第
三
渠
と
同
時
り
、
中
央
財
政
と
地
方
財
政
と
を
根
本
的
に
伝
て
也
さ
ん
と
す
る
も
の
で

わ
る
。
ゆ
〈
ー
と
も
謀
枕
悼
の
範
聞
に
於
て
は
、
地
方
問
他
府
躍
の
険
地
佐
縮
小
し
悶
抜
行
政
の
純
閲
を
撚
大
伊
一
ん
と
す
め
も
の
で
わ

る
。
即
ち
主
た
る
税
源
は
閤
家
が
取
り
上
げ
、
其
の
中
よ
り
収
益
税
(
地
租
、
家
屋
税
、
営
業
牧
盆
税
、
資
本
利
子
税
)
を
地
方
財
政

調
整
基
金
に
組
入
れ
る
の
で
あ
る
。
地
方
圏
障
に
は
比
較
的
僅
少
友
る
人
税
物
税
を
留
保
し
、
そ
の
不
足
分
は
こ
の
地
方
財
政
調
整

基
金
よ
り
仰
ぐ
の
で
あ
る
。
図
血
液
は
牧
盆
税
の
財
源
を
地
方
に
交
付
す
る
代
り
に
、
財
産
税
と
取
引
税
と
を
新
設
す
る
事
と
友
る
。

財
産
税
と
取
引
税
と
は
我
闘
に
於
て
は
一
初
め
℃
の
租
税
た
る
が
故
に
、
之
が
立
法
は
極
め
て
慎
重
た
る
べ
く
、
其
の
税
率
の
如
き
は

出
来
る
だ
け
低
き
事
を
必
要
と
す
。
従
っ
て
此
の
雨
枕
は
平
時
は
少
額
の
牧
入
に
止
ま
る
も
、
非
常
時
に
際
し
伸
張
力
を
持
つ
事
に

特
色
を
有
し
て
ゐ
る
。

第
一
章

牧
得
税
系
統

第

所
得
税
の
改
正
項
目

第
三
案
に
同
じ
。

第

牧
盆
税
の
改
五
項
目

家
屋
殺
を
図
説
に
加
へ
、
以
て
牧
盆
税
を
完
備
す
る
と
共
に
、
牧
益
枕
の
牧
入
は
凡
て
地
方
財
政
調
整
基
金
に
組
み
入
れ
、
地
方



に
交
付
し
で
地
方
財
政
の
調
整
に
あ
て
る
。

第

財
産
税
の
改
正
項
目

動
的
財
産
枕
た
る
相
続
慌
の
外
に
、
線
的
財
産
税
た
る
財
産
税
を
新
設
す
べ
し
。
財
産
税
の
税
率
は
極
め
て
軽
率
の
比
例
稔
た
る

ぺ
く
、
寅
質
的
財
産
枕
た
る
べ
か
ら
や
、
又
財
産
の
評
債
に
は
底
分
償
絡
を
原
則
と
す
べ
し
。
財
産
般
の
納
税
義
務
者
は
個
人
と
法

人
と
の
雨
方
面
に
わ
た
る
ぺ
く
、
雨
者
の
開
館
に
つ
き
で
は
更
に
考
慮
を
必
要
と
す
。

第
二
字

流
通
税
系
統

取
引
併
を
新
設
す
る
と
共
応
、
印
紙
般
と
登
録
併
と
に
根
本
的
改
正
を
加
へ
以
て
流
通
税
系
統
を
完
備
す
ペ
し
ロ
取
引
税
は
軽
率

の
比
例
伶
た
る
と
共
に
、
消
費
枕
の
如
〈
持
嫁
ず
る
世
帯
な
オ
岐
に
「
る
必
兵
が
あ
る
。
ヌ
流
通
舵
を
課
せ
ら
れ
た
る
物
件
に
到
し
て

は
、
ゃ
い
と
へ
そ
れ
が
問
絡
流
効
税
六
る
」
制
法
一
流
遇
税
た
る
と
を
問
は
や
、

取
引
税
を
党
や
ベ
く
二
重
一
誠
枕
と
た
る
事
を
挫
く
べ

し

第
三
章

消
質
検
系
統

砂
糖
専
資
と
酒
事
実
と
を
考
察
す
べ
し
。
沼
専
衰
を
始
め
る
際
に
は
、
事
捕
時
の
酒
事
責
の
長
短
に
顧
み
、
趨
賞
の
方
策
を
議
や
る

必
要
が
あ
る
。
民
間
に
於
て
「
専
寅
事
業
は
士
族
の
商
法
な
り
」
と
噺
笑
せ
る
に
封
し
で
は
反
省
の
必
要
が
あ
る
。

第
四
章

地
方
税
系
統

地
方
圏
鰹
に
は
僅
少
な
る
人
稔
(
戸
数
割
又
は
特
別
所
得
税
の
如
き
)
と
物
役
(
特
別
地
税
、
品
百
業
枕
、
雑
種
税
の
如
き
)
と
を
留
保

し
、
不
足
分
は
地
方
財
政
調
整
基
金
よ
り
の
交
付
金
に
て
之
を
補
ふ
ぺ
し
。

昭
和
由
積
制
改
草

三
九
五
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以
上
は
税
制
改
革
に
闘
し
篭
者
の
抱
い
て
ゐ
た
私
案
で
あ
る
が
決
し
て
筆
者
の
濁
占
物
で
た
か
っ
た
n

官
界
政
界
ば
も
と
よ
り
、

島一a
界
に
於
て
も
支
配
的
と
友
っ
て
ゐ
た
意
見
は
大
槌
に
於
て
筆
者
の
私
案
と
一
致
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
叩

か
ミ
る
平
凡
在
る
私
案

の
資
行
出
来
た
か
っ
た
庭
に
首
時
の
枇
曾
の
弱
黙
が
存
し
て
ゐ
た
。
私
案
の
中
の
第
一
笑
根
本
的
税
制
整
理
が
出
来
な
い
ま
で
も
、

第
二
集
中
間
的
税
制
松
市
川
一
か
.

せ
め
て
は
第
三
栄
一
部
的
税
制
裳
挫
で
も
よ
い
か
ら
高
橋
財
政
の
下
に
賓
現
せ
ら
れ
て
ね
党
た
ら
ぽ

如
何
程
人
心
を
安
定
さ
せ
た
か
知
れ
な
い
の
で
る
っ
た
。

第

馬
場
税
制
と
結
城
親
制

一
一
・
二
六
事
件
直
後
に
岡
田
内
閣
が
倒
れ
て
炭
田
内
閣
が
成
立
し
、
馬
揚
大
磁
大
臣
は
懸
案
た
る
税
制
改
革
を
断
行
せ
ん
と

し
た
の
で
る
る
。
庶
政
一
新
の
聾
高
き
営
時
と
し
て
第
三
案
の
一
部
的
税
制
整
理
は
も
と
よ
り
問
題
と
友
ら
や
、
第
二
築
の
中
間
的

税
制
整
理
も
微
温
に
過
ぎ
、
第
一
案
の
根
本
的
税
制
整
理
の
み
が
日
本
財
政
を
救
ふ
唯
一
の
遣
で
あ
ワ
た
。
特
に
軍
要
注
問
題
は
内

務
省
地
方
局
で
唱
え
て
ゐ
る
地
方
財
政
調
整
交
付
金
で
あ
る
。
長
山
漁
村
の
人
と
官
と
が
大
都
舎
に
集
中
し
過
空
る
事
が
我
枇
舎
の

弱
黙
で
あ
り
、
共
趨
勢
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
る
も
の
と
し
て
、
由
良
山
漁
村
の
租
税
負
捨
が
不
相
営
に
幸
い
事
を
皐
げ
る
事
が
出
来

る
の
で
あ
っ
て
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
の
確
立
乙
そ
、
此
の
方
面
を
是
正
す
る
唯
一
の
財
政
的
方
策
で
る
る
。
か
く
て
農
山

漁
村
は
と
の
制
度
に
大
な
る
期
待
を
か
け
、
各
政
山
県
は
競
っ
て
之
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
園
家
財
政
が
経
常
的
不
足
を
告
げ
て
ゐ

る
際
に
、
更
に
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
た
め
に
恒
久
財
源
を
捻
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
怠
っ
た
事
が
、
税
制
改
革
を
一
居
根
本
的

た
ら
し
め
た
の
で
る
る
。
昭
和
十
二
年
一
月
二
十
一
日
民
、
政
府
は
第
七
十
同
帝
閣
議
官
冒
衆
議
院
に
三
十
二
件
の
税
法
欄
係
・
法
律
案



を
提
出
し
、
税
制
改
革
の
輪
廓
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
二
十
一
件
(
所
得
税
法
中
改
正
法
律
案
、
大

E
九
年
法
律

第
十
一
一
説
中
改
正
法
律
案
、
地
租
法
中
改
正
法
倖
菜
、
営
業
収
徒
税
法
中
改
正
法
律
菜
、
資
本
利
子
税
法
中
改
一
止
法
律
案
、
相
績
役

法
中
改
正
法
律
案
、
鎖
業
税
法
中
改
正
法
律
菜
、
酒
造
組
合
法
中
改
正
法
律
案
、
砂
糖
消
費
税
法
中
改
正
法
律
案
、
煉
乳
原
料
砂
糖

戻
枕
法
中
改

E
法
律
案
、
検
出
菓
子
糖
旧
市
原
料
砂
糖
戻
税
法
中
改
正
法
律
案
、
織
物
消
費
税
法
中
改
正
法
律
案
、
明
治
四
十
四
年
法

律
第
四
十
五
披
中
改
正
法
律
菜
、
大
正
九
年
法
律
第
五
十
一
一
説
中
改
疋
法
律
案
、
取
引
所
税
法
中
改
正
法
律
案
、
登
録
税
法
中
改
正

法
律
案
、
印
紙
税
法
中
改
疋
法
律
案
、
明
治
四
十
年
法
律
第
二
十
一
一
続
中
改
巨
法
俸
案
、
開
株
定
率
法
中
改

E
法
律
案
、
大
厄
十
四

年
法
律
第
五
卜
一
液
中
改
E
法
律
案
、
銑
鍛
の
輸
入
枕
莞
除
に
闘
す
る
法
律
案
)

は
現
行
法
の
改
阪
で
あ
り
、
更
に
十
一
件
(
家
屋

税
法
案
、
財
産
税
法
案
、
外
貨
債
特
別
税
法
案
、
酒
税
法
案
、
揮
都
民
油
税
法
案
、
取
引
税
法
案
・
有
償
誇
邸
付
移
称
税
法
案
、
複
闘
税

之
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長
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案
を
基
礎
と
し
て
、
馬
場
税
制
の
特
徴
を
要
約
す
れ
ば
安
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
に
、
馬
場
税
制
は
昭
和
十
二
年
度
に
園
税
に
於
て
四
億
六
千
寓
闘
増
税
し
、
地
方
税
に
於
て
二
億
二
千
高
闘
減
税
し
、
閥
次

財
政
に
つ
い
で
見
る
に
、
差
引
き
二
億
四
千
蔦
闘
と
い
ふ
経
常
財
源
を
租
枕
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
向
平
年
度
に
入
れ
ば
、
闘
枕
の

増
税
六
億
五
千
高
圏
、
地
方
税
の
減
税
三
俗
図
、
差
引
き
三
億
五
千
南
国
の
経
常
財
源
が
浮
い
て
く
る
計
護
で
る
る
。
経
常
突
を
経

常
牧
入
に
よ
り
支
排
ぜ
ん
と
す
る
精
神
の
現
れ
で
あ
っ
て
、
従
来
の
公
債
寓
能
主
義
の
態
度
を
改
め
た
わ
け
で
る
る
。

第
二
に
、
同
枕
制
度
の
根
本
的
改
革
で
あ
る
が
、
増
税
新
税
と
減
税
慶
枕
と
が
交
錯
し
て
ゐ
る
。
地
方
税
制
を
も
取
入
れ
る
と
次

の
如
き
表
を
得
た
の
で
あ
る
。

昭
和
の
積
制
改
革

ブu
七
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品

唱

税

新

粧

て
所
得
税
(
税
率
の
引
上
げ
、
闘
債
利
子
課
税
、
第
二
程
所
得
の
源

泉
課
税
底
止
、
株
式
所
得
の
四
割
控
除
底
止
、
第
三
種
所
得
の

課
税
最
低
限
の
引
下
げ
)

外
貨
債
特
別
枕
(
新
設
)

住
民
稔
(
新
設
)

二
、
管
業
状
袋
稚
(
稚
キ
の
必
一
昨
ゐ
引
J
H
)

取
引
所
管
業
税
、
鉄
型
車
税
(
税
絡
の
多
少
の
引
上
げ
)

養
本
利
子
枕
(
稔
卒
の
引
上
げ
)

家
屋
枕
(
昭
和
十
一
一
一
年
度
よ
り
闘
殺
と
し
て
新
設
)

三
、
相
続
税
(
続
牢
の
引
上
げ
)

財
産
税
(
新
設
、
何
し
側
人
財
産
税
は
昭
和
十
三
年
度
よ
P
)

四
、
印
紙
税
(
税
率
の
引
上
げ
)

取
引
所
取
引
税
(
税
率
の
引
上
げ
)

有
償
詮
券
移
蒋
税
(
新
設
)

取
引
税
{
新
設
)

五
、
酒
税
(
清
酒
に
庫
出
従
質
粧
を
採
用
、
校
卒
の
引
上
げ
)

租
税
を
新
設
)

織
物
消
費
税
(
税
率
の
引
上
げ
)

砂
糖
消
費
税
(
殺
の
引
上
げ
)

揮
設
泊
税
(
新
設
)

六
、
関
税
(
稔
入
稜
率
の
改
訂
及
び
斡
入
税
克
除
制
度
)

輸
出
統
制
祝
(
新
設
)

外
岡
貿
易
統
計
稔
(
新
設
)

(
統
一
的

三
九
八

昨

脱

税

誠

一
、
所
得
税
(
第
二
種
所
符
の
源
泉
課
税
駿
止
、
附
加
税
を
五
割
よ
P

三
割
に
引
下
げ
)

戸
数
割
(
陵
止
)

税

一
一
、
煙
車
収
話
視
(
桐
人
の
課
税
最
伐
限
内
引
上
け
、
附
加
税
配
卜
一
一
一

割
に
限
る
)

管
業
税
、
段
別
松
、
不
動
産
取
得
税
年
(
税
率
の
引
下
げ
)

家
屋
積
(
昭
和
十
=
一
年
度
よ

p
地
方
校
正
し
て
底
止
)

三
、
相
続
税
(
家
族
事
情
考
慮
、
不
動
産
を
主
と
す
る
相
縞
財
産
に
劉

し
年
齢
凧
延
納
期
間
の
延
長
)

四
、
設
録
校
(
不
動
産
に
つ
き
税
蔀
の
引
下
付
)

五
、
泊
法
務
、
婆
沼
税
寄
(
陵
止
)

六
、
崩
続
(
韓
入
税
率
四
改
訂
及
び
輪
入
秘
克
除
制
度
)



第
三
は
、
中
央
財
政
地
方
財
政
に
通
や
る
税
制
の
根
本
的
改
革
で
あ
る
。
印
ち
、
(
ご
家
屋
枕
の
本
税
を
道
府
懸
よ
り
岡
へ
移
管

す
る
。
(
二
)
所
得
税
に
品
劃
し
て
は
道
府
懸
の
み
が
本
税
一
刻
の
附
加
稔
を
課
す
。
会
一
)
戸
数
割
を
全
廃
し
、
市
町
村
は
そ
の
代
り
に

住
民
税
を
徴
牧
す
。
(
阻
)
雑
種
稔
を
整
理
す
る
。
(
五
)
地
租
、
家
屋
税
、
管
業
牧
谷
税
の
附
加
税
を
道
府
燃
に
於
で
は
本
税
の
七
割

と
し
、
市
町
村
に
於
て
は
本
税
の
六
割
と
す
。
(
六
)
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
制
度
を
確
立
し
、
市
町
村
立
尋
常
小
墜
校
教
員
俸
給

額
は
道
府
腕
の
負
搭
と
す
。
而
し
て
道
府
防
相
へ
の
交
付
金
の
財
源
は
、
所
得
税
の
二
割
と
資
本
利
子
税
の
全
額
と
に
仰
ぎ
、
市
町
村

へ
の
交
付
金
は
地
租
家
屋
税
(
徴
牧
地
還
付
王
義
)
と
管
業
牧
益
税
(
基
準
分
配
主
義
)
と
よ
り
在
る
。
民
政
窯
の
唱
え
て
ゐ
た
義
務
教

育
費
全
額
岡
山
沖
負
捨
L
L
.

政
友
舎
の
主
張
し
た
附
税
委
譲
問
題
L
」
、
内
務
省
地
方
局
の
地
方
財
政
調
整
交
付
金
と
の
三
つ
の
考
へ
方

を
調
和
し
た
も
の
で
あ
る
。

個
々
の
拙
に
つ
い
て
は
、
筆
記
官
は
意
見
を
思
刊
に
寸
る
庭
が
少
く
な
い
が
、
大
備
に
於
て
止
、
映
す
る
の
一
で
怠
る
υ

税
制
改
革
を
以
て

強
算
の
辻
穫
を
ム
口
せ
ば
よ
い
と
い
ふ
な
ら
ば
別
問
題
と
し
て
、
初
し
く
も
図
氏
負
携
の
均
衡
を
必
要
と
信
十
る
以
上
は
、
必
や
や
と

の
穫
の
根
本
的
改
革
に
進
ま
ね
ば
友
ら
ね
。

ーー
昭
和
十
二
年
一
月
二
十
一
日
の
突
務
的
事
件
に
よ
り
康
問
内
閣
が
倒
れ
た
が
、
林
内
閣
の
成
立
す
る
や
、
結
城
大
蔵
大
臣
が

税
制
改
革
に
乎
を
染
め
た
の
で
あ
る
。
然
し
何
分
に
も
二
十
数
日
の
休
舎
の
後
で
も
あ
り
、
根
本
的
税
制
改
革
は
之
を
帰
来
K
ゆ
宇

り
懸
念
的
廃
置
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。
却
ち
政
府
は
、
第
七
十
同
帝
園
議
曾
衆
議
院
に
一
月
二
十
一
日
に
提
出
し
た
る
三
十
数
件
の

税
法
関
係
案
を
撤
回
す
る
と
共
に
、
二
月
十
五

H
K
新
た
に
税
法
案
(
臨
時
租
税
増
徴
法
案
、
法
人
資
本
税
法
案
、
外
貨
債
特
別
殺

法
案
、
揮
護
油
税
法
案
.
有
債
詮
券
移
縛
税
法
案
、
明
治
四
十
年
法
律
第
二
十
一
一
続
中
改
E
法
律
案
、
闘
税
定
李
法
中
改
王
法
律
案
、
昭

昭
和
の
税
制
改
革

九
九



昭
和
の
税
制
改
革

四

O
O

和
七
年
法
律
第
四
続
中
改
正
法
律
案
、
大
正
十
四
年
法
律
第
五
十
一
一
獄
中
銭
の
轍
入
税
免
除
に
闘
す
る
法
律
案
、
輸
出
統
制
税
法
案
)

を
提
出
し
た
c

此
等
の
法
案
の
中
で
最
も
注
目
す
ぺ
き
は
臨
時
租
税
増
徴
法
案
で
あ
っ
て
恰
も
日
開
時
戦
争
営
時
の
非
常
特
別
税
法
の

如
く
賢
汎
な
る
租
税
の
増
微
を
草
行
法
の
中
に
納
め
て
ゐ
る
。
帥
ち
所
得
税
、
皆
業
牧
益
税
.
資
本
利
子
校
、
相
績
税
、
銃
、
産
税
、

酒
税
、
砂
糖
消
費
税
、
取
引
所
枕
、
臨
時
利
得
税
の
九
穏
に
'
わ
た
る
増
税
を
含
ん
で
ゐ
た
が
、
殆
ん
ど
そ
の
ま
L
に
議
合
を
通
過
し

た
3

新
税
と
し
て
は
法
人
資
本
枕
法
案
と
外
貨
情
特
別
枕
法
案
と
怖
溌
油
税
法
案
と
有
情
誼
稼
移
時
枕
松
栄
と
輸
出
統
制
税
法
案
」

が
あ
っ
た
が
、
最
後
の
も
の
は
途
に
審
議
未
了
で
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
馬
場
税
制
の
例
に
友
ら
ひ
結
城
税
制
を
突
の
三
項
に

分
ち
説
明
す
る
。

第
一
に
、
経
常
部
赤
字
克
服
に
増
税
の
手
段
を
濯
ん
だ
事
に
つ
い
て
は
、
結
城
税
制
は
相
賞
の
努
力
を
掛
っ
て
ゐ
る
。
原
案
は
園

税
に
於
て
二
億
九
千
二
百
十
寓
闘
を
増
税
し
、
地
方
税
に
於
て
七
千
寓
国
減
じ
、
結
局
二
億
二
千
寓
闘
と
云
ふ
馬
揚
税
制
と
大
差
な

き
経
常
財
源
を
資
ら
す
筈
で
あ
っ
た
。
然
る
に
衆
議
院
の
修
正
に
よ
り
、

地
方
財
政
調
整
交
付
金
を
三
千
寓
闘
増
加
し
、
そ
の
財
源

を
公
債
に
求
め
、
更
に
輸
出
統
制
殺
が
議
舎
を
通
過
し
友
く
た
っ
た
矯
め
に
、
恒
久
財
源
の
捻
出
額
が
相
営
減
じ
た
の
で
あ
る
。
本

年
度
限
り
の
懸
念
庭
置
と
し
て
は
己
む
を
得
な
か
っ
た
か
知
れ
な
い
が
、
明
年
度
よ
り
は
考
へ
直
す
必
要
が
る
る
。

第
二
は
闘
税
の
改
革
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
増
徴
に
重
き
を
ゐ
き
、
負
捨
均
衡
の
鮪
も
多
少
は
考
慮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
臨
時
租
税

増
徴
法
に
よ
る
改
革
と
新
税
と
を
分
っ
と
次
の
如
〈
で
あ
る
。
倫
結
城
税
制
に
於
て
は
新
増
税
ば
か
り
で
る
っ
て
、
廃
減
税
は
不
動

産
を
主
と
す
る
相
績
財
産
に
針
し
て
相
模
税
の
年
賦
延
納
期
間
を
延
長
し
た
外
は
殆
ん
ど
行
は
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



臨
時
租
積
場
徴
法
に
よ
る
攻
正

て
所
得
積
(
税
率
四
引
上
げ
、
間
常
金
四
割
控
除
を
二
割
控
除
と
す
、

園
債
利
子
に
課
積
)

二
、
轡
業
牧
盆
積
(
法
人
の
積
率
を
引
上
げ
)

三
、
委
本
利
子
積
(
積
率
の
引
上
げ
)

四
、
相
続
税
(
税
率
の
引
上
げ
)

五
、
鑓
産
積
(
積
率
の
引
上
げ
)

六
、
酒
建
税
、
葬
酒
税
、
酒
精
及
び
酒
精
合
有
飲
料
積
(
積
率
の
引
上

げ
)

七
‘
砂
糖
消
費
砥
(
師
団
卒
の
引
土
げ
)

凡
、
取
引
所
枕
(
積
率
。
引
上
げ
)

九
、
臨
時
利
得
砥
(
積
率
の
引
上
げ
)

其

他

の

改

一
、
法
人
資
本
稔
(
新
設
)

1E 

二
、
外
貨
債
特
別
稔
(
新
設
)

三
、
掠
護
泊
税
(
新
設
)

四
、
有
債
謹
券
移
韓
税
(
新
設
)

五
、
関
税
(
積
率
の
改

E
)

馬
場
枕
川
に
比
し
、
縮
減
枕
制
は
凡
ご
市
械
的
の
様
一
小
お
り
仰
が
、
臨
時
利
件
税
社
仙
川
徴
し
た
貼
K
於
で
は
正
反
針
で
あ
る
9

第
三
に
、
中
央
財
政
と
地
方
財
政
と
に
過
や
る
税
制
の
根
本
的
改
革
は
、
之
を
行
は
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
農
山
漁
村

の
現
扶
を
察
し
、
暫
定
措
置
と
し
て
七
千
寓
園
程
度
の
地
方
財
政
調
賓
交
付
金
を
支
出
し
、
地
方
税
中
で
負
携
の
特
に
過
重
と
見
ら

れ
る
地
租
附
加
税
、
戸
数
割
、
雑
種
税
等
の
摂
減
を
は
か
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
衆
議
院
の
希
望
に
鑑
み
、
治
加
珠
算
に

地
方
財
政
調
整
交
付
金
と
し
て
更
に
三
干
高
国
を
計
上
し
、
結
局
一
億
園
と
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
地
方
税
制
度
そ
の
も
の
に
閥

し
て
は
一
切
手
を
ふ
れ
宇
、
後
日
の
問
題
に
残
し
た
の
で
あ
る
。

結
城
大
蔵
大
臣
の
議
曾
演
説
に
あ
る
如
く
、
臨
時
臆
念
策
と
し
て
、
現
行
法
を
基
礎
と
す
る
臨
時
租
税
増
徴
法
を
立
案
す
る
と
共

に
、
馬
場
税
制
中
の
新
税
の
中
で
賓
施
を
適
嘗
と
認
め
た
'
も
の
を
取
入
れ
、
増
税
案
を
作
製
し
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
り
積
制
改
革

四

O 



昭
和
白
砥
制
改
革

四

O 

馬
場
税
制
と
結
城
税
制
と
は
軍
純
に
之
を
比
較
出
来
た
い
。
蓋
し
、
前
者
は
、
二
・
二
六
事
件
以
後
の
庶
政
一
新
の
気
分
を

負
ふ
て
立
て
る
根
本
的
改
革
で
る
り
、
後
者
は
、
議
曾
関
曾
中
に
成
立
し
た
る
内
閣
が
、
徐
裕
た
き
日
時
の
聞
に
行
ひ
た
る
膝
念
的

改
革
で
る
る
。
結
果
よ
り
見
て
、
馬
揚
税
制
と
結
城
税
制
と
比
較
す
る
と
、
突
の
表
を
得
る
事
が
出
来
る
。
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収
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投穂積投等租積
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立

¥

(

所

得

税

(

戸

数

割

な

き

時

)

間

積

附

加

陽

一

地

租

一

F

四
百
業
牧
谷
役
等

市

町

村

積

一

一

時

睦

描

一
道
府
服
役
附
加
一
生
山
町
別
主
地
脚

{

替

業

陣

三

特

別

枕

(

戸

故

訓

其

他

)

一
一
一
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金
(
昭
和
十
二
年
度
一
億
閏
)

一
一
、
地
方
税
控
系

道

府

i採
稔

，-ー』ー-'-ー-ー』、
特濁図

平茸

附

力日

「
所
得
税
(
本
積
由
一
割
)

古

」

地

租

}

君
)
家
屋
稔
}
(
本
続
白
七
割
)

戸
替
業
牧
盆
積
等
、

官
『
替
業
積
、
主
別
検
〆

積
F

不
動
産
取
閉
稜
等
}

E
『
都
市
計
警
特
別
程
〆

毛
戸
水
利
事
業
特
別
枝
、

二古:llll 

市
町町

村

親:

一一「待湖沼岡
庁J' 且

W，li叫
nlJ ~.)~枕附
附刀11
力11

1培税積稔
~".-. ，..-， ..-.... ..---a--... 

*1;官官:不倖替家地
平11市民主由業業
:~JI計校産税故障
環，章子異;板 、袋行日

特特11!!.得段積
月II~II~'稔別等積租
税君1; ~亭王監'-~

、-''-〆本
役
6つ

ノ、
書;11

一
ニ
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金
値
系
(
昭
和
十
二
年
度
二
億
二
干
潟
岡
)

道
府
懸
へ
の
交
付
金
一
説
糊
拘
酬
に

F

市
町
村
へ
の
交
付
金
一
地
租
家
屋
稔
白
書
問
(
現
地
還
付
)

-
替
業
牧
盆
税
の
全
額

市
町
村
立
等
常
小
皐
校
教
員
俸
給
費
(
道
府
勝
文
紳
)

本
表
を
見
て
、
第
一
に
気
付
く
事
は
、
関
税
館
系
の
新
枕
に
つ
い
て
は
、
結
城
税
制
に
も
馬
場
税
制
に
も
類
似
し
た
賠
の
作
し
て

ゐ
る
事
で
あ
る
。
家
屋
枕
の
中
央
移
管
と
個
人
財
産
税
の
新
設
と
は
昭
和
十
二
年
度
の
問
題
で
た
い
か
ら
之
を
除
〈
と
、
新
税
と
し

て
外
貨
債
特
別
役
、
法
人
資
本
税
(
馬
場
税
制
の
法
人
財
産
税
)
、
有
債
登
山
亦
移
韓
税
、
揮
帯
以
油
税
が
共
通
し
、
取
引
税
と
酒
税
と
聡

出
統
制
税
と
外
闘
貿
易
統
計
税
と
が
、
結
城
税
制
に
省
か
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
残
さ
れ
た
る
問
題
印
ち
取
引
税
を
我
が
税
制
に
新
党

昭
和
の
積
制
改
革

四

O
一ニ



昭
和
の
税
制
改
革

四

O
四

に
加
ふ
ぺ
き
や
否
や
、
酒
類
に
つ
き
統
一
的
税
訟
を
設
く
べ
き
や
否
や
が
恰
も
争
は
る
べ
き
黙
で
あ
り
、
更
に
、
第
二
種
所
得
の
源

泉
課
税
か
綜
合
課
税
か
の
割
に
重
大
た
る
立
相
官
の
相
違
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
地
方
税
樫
系
と
地
方
財
政
調
整
交
付
金
槌
系
と
に
つ
い
て
見
る
に
、
闘
税
鰹
系
以
上
に
結
城
税
制
は
馬
場
税
制
と
異
っ
て

ゐ
る
。
地
方
圏
健
営
局
の
立
場
よ
り
せ
ば
、
従
来
よ
り
有
し
て
ゐ
た
溺
立
財
源
を
成
る
ぺ
〈
失
は
な
い
様
に
す
る
と
共
に
、
闘
家
よ

り
成
る
べ
く
徐
計
の
交
付
金
を
受
け
皮
い
の
が
人
情
。
あ
る
。
馬
場
税
制
は
、

ニ
2
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二
百
山
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こ
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へ
る
と
共
に
、
他
方
に
は
不
合
理
な
る
地
方
税
制
度
を
根
本
的
に
改
革
す
る
と
い
ふ
交
換
僚
件
を
、
法
律
の
上
に
定
め
ん
と
し
た
の

で
あ
る
。
結
城
税
制
の
支
出
す
る
交
付
金
は
一
億
園
に
過
ぎ
・
な
い
の
で
あ
る
が
、

地
方
税
制
の
根
本
的
改
革
に
は
一
切
手
を
ふ
れ

斗
「
、
地
方
闘
剛
胆
に
奥
へ
る
だ
け
で
、
地
方
圏
鵠
に
要
求
す
る
庭
が
少
い
の
で
あ
る
。

地
方
税
制
を
改
革
す
る
と
い
ふ
前
提
な
〈
し

て
、
翠
に
地
方
財
政
調
整
交
付
金
佐
地
方
閤
慢
に
輿
へ
る
と
い
ふ
事
は
、
金
額
の
如
何
を
問
は
中
喜
ぶ
べ
き
事
で
は
泣
い
。
中
に
は

地
方
制
度
を
先
づ
改
め
、
然
る
後
に
地
方
財
政
を
改
革
す
ぺ
し
と
い
ふ
議
論
を
立
て

L
ゐ
る
人
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
卒
時
に
る
っ
て

は
恐
ら
く
夢
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
逆
忙
地
方
税
制
の
立
直
し
が
、
地
方
制
度
の
改
革
を
促
す
事
と
一
な
る
の
で
あ
る
。
結
城
税
制
も
地
方

制
度
と
地
方
治
加
と
の
順
序
論
に
迷
ふ
事
左
く
、
卒
直
に
地
方
税
制
の
改
革
に
進
む
べ
き
で
あ
る
。

第
四

昭
和
の
現
制
改
革
の
断
行

以
上
、
高
橋
財
政
末
期
に
於
て
官
界
、
政
界
、
撃
田
仲
に
行
は
れ
た
る
税
制
改
革
の
公
式
論
を
私
案
の
形
で
示
し
、
次
に
馬
揚
税
制

を
論
じ
、
更
に
結
城
税
制
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
高
橋
財
政
末
期
の
公
式
論
は
、
二
・
二
六
事
件
以
後
の
今
日
に
於
て
も
相
営
の
趨



用
性
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
公
式
論
を
枇
舎
情
勢
経
済
情
勢
の
如
何
に
闘
せ
示
、
文
字
通
り
に
遁
則
す
べ
し
と
云

ふ
の
で
は
た
い
。
然
し
同
時
に
、
目
前
の
使
宜
主
義
に
姉
へ
ら
れ
、
こ
の
公
式
論
を
無
嗣
し
て
、
時
代
錯
誤
の
租
税
政
策
を
強
行
す

る
事
は
憐
む
べ
き
で
あ
る
。
一
地
に
・
公
式
論
の
存
在
理
由
が
あ
る
。
而
し
て
馬
場
枕
制
は
、
第
一
案
の
根
本
的
税
制
整
理
を
志
し
、
結

城
税
制
は
暫
定
的
に
、
第
二
案
の
中
間
的
税
制
整
理
と
、
第
三
案
の
一
部
的
税
制
整
理
と
の
聞
を
歩
ん
だ
の
で
る
る
。

我
闘
が
要
望
し
て
ゐ
る
税
制
改
革
は
、
二
つ
の
テ
ス
ト
に
合
格
せ
ね
ば
左
ら
ね
。

一
つ
は
増
税
を
行
っ
て
経
常
部
赤
字
を
克
版
す

る
事
で
あ
り
、
他
は
負
捲
の
均
衡
を
保
つ
事
で
あ
る
。
第
一
の
経
常
部
赤
字
を
克
服
す
る
貼
に
於
て
は
、
馬
場
税
制
も
結
城
税
制
も

程
度
の
差
と
そ
あ
れ
、

い
づ
れ
も
テ
ス
ト
に
合
絡
し
で
ゐ
る
。
第
二
の
負
拾
の
均
衡
の
尉
に
つ
い
て
は
、
圧
的
揚
税
制
に
比
し
結
域
税

制
は
非
常
に
消
似
的
で
あ
る
q

現
に
第
七
十
周
帝
岡
議
舎
の
嗣
時
祖
枕
増
徴
法
案
外
五
件
の
委
員
人
骨
日
を
見
る
に
、
衆
議
院
は

ご
、
臨
時
組
松
附
徴
訟
の
一
尚
一
別
役
際
和
十
占

51肢
に
限
先
し
以
府
は
認
に
官
民
よ
り
成
る
椛
戚
あ
る
剥
益
舎
を
試
叫
町
中
央
地
方
を

過
や
る
根
本
的
税
制
改
革
を
行
ひ
特
に
直
接
税
間
接
税
の
調
整
を
闘
る
べ
し

二
、
税
制
改
革
に
営
り
替
業
牧
益
枕
及
自
作
農
地
の
地
租
免
税
瓢
を
過
賞
に
引
上
ぐ
ベ
し

三
、
第
三
種
所
得
税
の
決
定
に
際
し
て
は
負
債
の
利
子
は
共
の
原
因
の
如
何
を
悶
は
や
総
て
所
得
金
額
中
よ
り
控
除
す
べ
し

四
、
相
績
税
に
不
動
産
の
物
納
制
度
を
認
む
べ
し

五
、
揮
登
油
挽
の
牧
入
を
財
源
と
し
て
そ
の
中
よ
り
相
官
額
を
道
路
改
良
費
に
克
て
且
地
方
税
中
営
業
用
自
動
車
税
の
軽
減
を
嗣

る
べ
し

六
、
政
府
は
租
税
の
賦
課
徴
牧
に
首
り
厳
に
職
権
の
濫
用
を
慎
み
有
も
苛
祭
に
亙
ら
ざ
る
様
注
意
す
べ
し
」

昭
和
の
税
制
改
革
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の
六
ケ
僚
の
附
帯
決
議
を
注
し
、
更
に
貴
族
院
に
於
て
も
希
望
決
議
と
し
て

「
臨
時
租
税
増
徴
法
の
施
行
は
昭
和
十
二
年
度
限
り
之
を
止
め
中
央
地
方
を
遁
や
る
税
制
改
正
案
を
次
の
通
常
議
舎
に
提
出
す
ぺ
し

租
税
の
徴
収
に
首
り
で
は
税
務
官
吏
に
特
に
訓
戒
を
加
へ
苛
欽
誌
求
の
弊
に
陥
ら
ざ
る
事
を
期
す
べ
し
」

を
定
め
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
衆
議
院
の
附
帯
決
議
の
一
部
分
に
叫
制
し
て
は
、
筆
者
は
意
見
を
具
忙
し
て
ゐ
る
が
、
中
央
財
政
、
地
方

け
た
亡
厄
L
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共
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4
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f
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昭
和
十
三
年
度
に
必
中
断
行
す
ペ

L
と
い
ふ
射
に
つ
い
て
は
、
附
帯
決
議
と
も
希
望
一
抗
議

と
も
全
く
意
見
を
同
じ
〈
し
て
ゐ
る
。
結
城
大
瀬
大
臣
が
第
二
の
負
捨
均
衡
の
テ
ス
ト
に
も
合
格
せ
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。

根
本
的
税
制
改
革
を
行
ふ
に
は
、
皐
に
権
力
闘
係
の
み
重
硯
す
る
事
な
〈
、
財
政
理
論
上
よ
り
納
得
出
来
る
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
れ
に
は
外
閥
の
立
法
例
と
日
本
濁
特
の
閣
情
と
を
割
酌
す
る
必
要
が
あ
る
。
相
続
税
の
税
率
を
引
上
げ
乍
ら
第
二
種
所
得
税
に
於

て
源
泉
課
税
主
義
を
採
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
か
、
有
償
鐙
中
本
移
締
税
と
取
引
税
と
は
財
産
流
通
杭
の
健
系
の
中
に
如
何
在
る
闘

係
を
保
つ
べ
き
か
、

今
岡
の
個
人
財
産
税
と
臨
時
財
政
粧
済
調
交
舎
が
採
用
し
た
第
一
案
と
如
何
に
建
ふ
の
か
、

酒
税
の
根
本
的

改
革
を
行
ふ
必
要
た
き
ゃ
、
保
文
と
寅
際
と
が
全
く
離
れ
て
ゐ
る
戸
数
刻
を
何
故
に
固
守
す
る
の
か
、
賃
貸
債
格
と
課
卒
と
に
不
公

卒
を
示
し
て
ゐ
る
家
屋
税
を
現
扶
の
ま

L
K
し
て
置
か
ね
ば
た
ら
た
い
も
の
か
、
地
方
自
治
の
美
名
の
下
に
地
方
税
の
負
携
の
不
均

衛
(
直
接
国
税
一
圏
に
針
し
地
方
税
の
占
む
る
額
が
都
市
に
於
て
は
一
圏
、
町
村
に
於
て
は
三
国
五
十
銭
ご
ピ
維
持
す
る
必
要
が
る
る

の
か
、
此
等
の
問
題
は
白
紙
に
返
っ
て
再
検
討
せ
ね
ば
た
ら
む
。
昭
和
の
税
制
改
革
は
只
今
進
行
中
で
あ
り
、
完
成
す
れ
ば
庶
政
一

新
の
最
も
重
要
怒
る
題
目
と
友
ら
う
。
財
政
理
論
と
調
和
し
、
且
つ
賓
際
界
に
も
遁
用
し
た
る
税
制
改
革
が
行
は
れ
る
と
、

円
本
の

一
砿
舎
情
勢
経
済
情
勢
が
明
る
く
な
り
、
以
て
翻
係
営
局
が
多
年
に
わ
た
り
苦
心
し
て
掛
っ
た
努
力
も
報
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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